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【定例活動報告】 
　8月末に荒天延期となった、山梨県の林業者さんである（有）天女山さん
の間伐講習会を10月末に実施しました。同社の長嶋フォレストプランニン
グ事業部部長を講師に、同社の土場やカラマツ林でご指導いただきまし
た。午前は土場にて、受け口講習を行いました。参加者３名は自分の
チェーンソーを持参し、受け口をひたすら作り続け、その大きさや角度、
理論をみっちり叩き込んでもらいました。その脇で目立て講習もしていた
だき、ちょっとおかしな切れ方をしていた私のチェーンもあっという間に
新品同様に戻り、目立てがいかに重要か再認識しました。 
　午後からは小金井市立小学校の移動教室の森林体験で使用しているお馴
染みのフィールドに移動し、実際に一人ずつ１本ずつ間伐をしていきました。
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４つの森林活動 

知足の森 
第１・３日曜日 

NPO法人緑のダム北相模 
midorinodam.jp

みなさまの参加を 
お待ちしております

緑のダム北相模は相模原
市内で活動する森林ボラ
ンティアです。急がず、無
理せず、楽しく、休ま
ず、 ボチボチと・・。

News        
Letter

小手澤の森 
第１・３日曜日 

相模湖・嵐山の森 
小原本陣の森 
不定期活動 

No.617-618
山梨・天女山さんによる間伐技術向上講習会を実施しました

http://midorinodam.jp
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状況に応じて倒す向きを変えるために（ロープなしで）、楔を半分入れ、もう半分切る方法や、枝払いの
足捌きなどなどここに書き切れない多くの技術、「コツ」を教えていただきました。参加者３人とも1日
中そうか、そうだったのか、の納得の嵐で、長嶋さんのお人柄もあり、あっという間の1日でした。すぐ
相模湖の森に戻ってお聞きしたことを試したい、という気持ちで帰路につきました。 

宮村　連理（本会、副理事長） 

【定例活動報告】知足の森 

　今日は、天候の影響で午前午後別の場所で活動をしました。午前中は、木を間伐しました。私は1本の
木を切ることができました。四方八方に木があったので、木を倒す向きを考えるのが難しかったです。木
を切る時は、倒す向きと切り口の方向を考慮して切ることができました。一仕事した後の昼食は、いつも
より美味しく感じました。 
　午後は、果樹園に行って、草むしりと薪割りをしました。草むしりは、むしってもいい植物とむしる植
物を判別して、いらない植物はきれいに無知ることができました。初めは草でごちゃごちゃしていたの
が、終わった時は少しスッキリして、達成感がありました。また、薪割りは、しっかりと力を入れて木を
真っ二つに割ることができました。8分の1まで切る時は、少しやりにくかったけど、狙いを定めて切るこ
とができました。切った木を最後、トラックに乗せる時は、カゴに入りきらなくて、みんなで協力してた
くさん木を切れたんだな、と実感しました。たくさんの大人の人と共に、いろいろな体験をできた1日で
した。 

天野　圭那（GTE LAB 中学１年女子） 

　今日の午前中はお寺の裏の木を切りま
した。木の切り方などは一回目にきたと
きに学びましたが、最初に掘る受け口、
その後に切る追い口などの名前までは覚え
ていなく改めて聞かれたときに答えるこ
とができませんでした。また、斜面が少
し急で足場が不安定だったこともあり、
ノコギリと腕が平行にならず切るのが難
しく、大変でした。途中からはコツを掴
んだのか慣れてきたのかはわかりません
が、最初よりは簡単にスムーズに切ること
ができました。少し倒した木がが他の木
に引っかかってしまったため滑車とロープ
を使い4人で引っ張りました。最初は息が
合わずなかなか木が動かなかったもの
の、先輩が声をかけてくれたため4人同時
にロープを引っ張ることができました。
引っ張るのを何回も繰り返して木を倒せ
た時の達成感はとても大きかったです。 
　午後は雑木林に行き中ぐらいの木を切
り日光が入るようにしました。これは個
人で活動をしたためグループでやる時とは
違う難しさ、楽しさなどがありました。
グループでやった時は倒す方向などをみん
なで話したりして決めたけど個人でやると
決めることが多くが難しかったので自分で決めることができるようにこれからの活動を使って練習したい
です。 

草川　侑太郎（GTE LAB 中学１年男子） 
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桜井尚武の 

森のコラム　 

　ジャノヒゲはユリ科の常緑多年草で草丈３０～４
０㎝程度。葉は線形で長さ10cm～20cm、幅2㎜
～3㎜と短く細く、根茎の上に葉が群生する小型植
物です（図1、3）。夏に葉に隠れるように10cm
程度の花茎に総状にうつむいて花を開きます（図
1、2）。花色は淡紫という記述が多いですが私が
見たのは白でした（図2）。花弁は6枚、雄蕊は6
本、雌蕊は1本、花後に直径5㎜の丸い種子を稔ら
せます。種子は奇麗な光沢のある濃青紫色ですが葉
に隠れて見えずらいのが残念です（図3）。分布域
は広く、北海道から本州・四国・九州・朝鮮・中
国で、樹林下に普通。庇陰や乾燥に耐え移植も容
易なので庭園や公園、市街地の緑化にも多用され
ます。 
　ヤブランはジャノヒゲと属が違うのですが、同じ
ユリ科でジャノヒゲ同様樹林下に生え庇陰や乾燥に
耐え移植も容易と似た生態を持っています。ジャノ
ヒゲよりも全体的に大きく、葉はすべて根出で草丈
30～60cm、葉幅8～12㎜とジャノヒゲよりも大き
く広く目立ちます（図5）。花は8月以降に穂状の
総状花序を出し、9月以降に上向きに淡紫色の花を
開きます（図4）。果実は球形で黒色の実を多数つ
けます（図5）。分布は本州・四国・九州・朝鮮南
部・中国といいます。 
　ジャノヒゲは別名をリュウノヒゲともいいます。
ジャノヒゲは能面の尉面（ジョウメン（翁面））
の鬚に似ているというジョウノヒゲがなまったも
の、また龍の髭にも似ているからというのが語源
という説明がありますが、フウンというだけで
す。この両種とも髭根の所々に塊状に肥厚する部
分が出来ます。塊根部分を干して磨り潰し消炎剤
や強壮剤に用いるのだそうです。特に鎮咳（ちん
がい、咳止め）効果が顕著で麦門冬（ばくもんど
う）と言い、麦門冬湯という漢方薬として流通し
ているほどです。私は時々咳の発作が起きるので
その時にはこれを服用します。3時間くらいは収
まる効果があるようです。こんな塊根の効果を見
つけ出した先人をただ称賛するばかりです。　   

桜井　尚武（本会、会員） 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「ジャノヒゲ 
(Ophiopogon japonicus)と 
ヤブラン 
(Liriope platyphylla)  」 

図4　ヤブランの穂状の花穂 

20230917　小原相模湖 

図1　ジャノヒゲ 

20240630　吾妻つくば 

図2　ジャノヒゲの花 

20240703　吾妻つくば 

図3　ジャノヒゲの碧い実 

20230115　小原相模湖 

図5　ヤブランの黒い実 

20230917　小原相模湖 
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　【活動報告】今月の活動から 

　今年度相模原市が行っている小原地区の体験プログラムの企画、運営に本会も
参加しています。夏の沢体験に続き、小原の森で間伐＆木工体験を実施しまし
た。３家族が参加してくださり、牧を好きなだけ持って帰れる、というフレーズ
で声をかけてくださったみたいで、ご自宅に薪ストーブがあるという方もいらっ
しゃいました。午前に間伐したものを小原の郷まで運び、薪割りから始まって小
物づくり、のつもりが大物まで作りたくなってしまったお子さんに高校生大学生
スタッフがついてのんびりとした時間を楽しみました。沢と森をベースにした体
験プログラムの提供を来年度以降も続けて、小原の郷リニューアルに合わせた地
域のアピールポイントになっていけばいいなと思っております。また本会の間伐
材を使った森の体験イベントを、本会理事の湯元さんが小金井市内のプレイパー
クで実施してくださったので報告はまた。市からは複数回にわたり焚き火用の薪
の提供を依頼されており、そういった活用も進んでいます。 

宮村　連理（本会、副理事長）
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参加にあたって：

初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前に集合です。服
装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑ら
ない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、
飲料水、主食、昼食 

危機管理・救急対応：


危険管理・救急体制・森林ボ
ランテイア保険の準備の他、
会として可能な限りの体制を
敷いていますが「怪我・事故
は、自己責任」です。 

NPO法人 
緑のダム北相模 
名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模 
現地事務局：〒252-0172　相模原市緑区与瀬本町12　かどや食堂内 
支援団体：セブン-イレブン記念財団 
　　　　　積水ハウスマッチングプログラム、国土緑化推進機構 
　　　　　パタゴニア 
協働団体：神奈川県、相模原市、麻布大学、マルモ出版、 
　　　　　東京学芸大学環境教育研究センター、 
            （社）東京学芸大EXPLAYGROUND推進機構、 
　　　　（社）さがみ湖 森・モノづくり研究所
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